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『石原の文化資源ノート
―古老に聞いた屋号と昭和の暮らし―』
（A４判28頁、202１年、いしはらの里・むかしを語る会）

・編集者は、土佐町石原地区の住民７人・研究者2人

・コロナ禍の2019～2020年、古老15人への聞き取り記録を
ノート形式で、集落やテーマごとに地図をベースにまとめた調査メモ

・屋号や地名、自然、土木、生業といったミクロな文化資源に注目して、
地域別・テーマ別に記述

・500部を印刷して全戸に配布

本報告の流れ

１きっかけ・目的

２記録の方法

３整理の方法

４成果と課題

←冊子のほか、団体
HPでも全文PDFを
デジタル公開



１、きっかけ・目的

■土佐町石原地区

高知県北部の四国山地に面する自治体。町の東部
の５集落が「石原地区」と呼ばれる。住民組織運営
の直販市やJAスタンドを引き継いだガソリンスタン
ド、商品開発、大学連携など多彩な取り組みで、
2021年には過疎地域の持続的発展事例として「総務大臣賞」を受賞した地域活性化のモデル地域として知られる。

■「いしはらの里・むかしを語る会」

2019年に、「地域の懐かしい昔を語り、面白い歴史文化記録を残す集まりがほしい」と土佐町石原地域に住む畜産
会社の職員や団体職員、消防署員、町役場職員、元農協職員ら有志７人で結成された市民団体。

■アーカイブ（記録）活動の原点 地域の足元・継承への目線

過疎高齢化が進み、集落の空き家も増え、消滅の危機にある小集落が出てきて、その景観が少しずつ変貌しているこ
とに危機感を持ち、地域の歴史文化を知る知識豊富な古老たちが健在なうちに記録を行って、地域の魅力発見につ
なげ、継承を図りたいという思いで団体を結成した。

高知さんさんテレビHPより



１、きっかけ・目的

■何をアーカイブ（記録）するか？

古老たちが健在なうちに一刻も早く、地域の神社やお堂、祠、山川、城跡、古道、人物、
伝承、民俗行事、屋号などを調査・記録して、後世につなげたいという目標を掲げる。

→ 博物館の学芸員から地域の歴史の講義などを受けるが、専門的知識のあるメンバー
はおらず、自分たちで調べる方法が分からず、当初活動は具体化せず・・・

■研究者との出会い

調査項目の一つにあげていた地区に残る家の呼び名「屋号」について、第40回平尾
学術奨励賞を受賞した楠瀬慶太さん（当時・高知新聞記者）が調べているという記事
を見つけ、知人を介して連絡する。

→ 楠瀬さんは九州大学大学院で学んだ歴史学・民俗学の調査手法を地域に実装。
四万十町で市民との地名記録の実践活動をしていると記事に記載 市民と研究者の連携

→ 楠瀬氏を同会アドバイザーとして迎え、活動が具体化へ 地域協働の第一歩

「高知新聞」より



２、記録の方法

■九州大学式の村落調査法を実装 歴史学の社会実装

文献資料や既存研究のレクを受けた後、古文書等を使った村落調査でなく、
住民でも実施できる聞き取りによる歴史民俗学的な調査方法を採用。

→ 楠瀬氏ら九州大学の大学1年生（ほぼ高校生）が使っていた簡易な大字単位の村落調査法、

九大式村落調査の聞き取りマニュアルを石原式にアレンジして使用

■地域資源地図・地誌をまとめるというゴール

九大式調査法には、聞き取った事項を地図に記載した地域資源地図と、記載をまとめて地誌（大字誌）を作るという
ゴールが設定されていた。

→ 初期活動の目標「石原の地誌をつくる」

■無理ないアーカイブ活動

2019～202１年にかけて3カ月に1回程度の継続調査を実施。
午前・聞き取り調査、午後現地踏査、晩バーベキューのようなスケジュール

→ 仕事を抱える社会人にはちょうど良いペース

楠瀬氏と四万十町で調査実践する市民団体のメンバーが班に付き、
実践を通して調査手法を学ぶ。 研究者と市民による協働調査



２、記録の方法

■地名・集落・生業・流通交通・娯楽・戦争体験

地名を書き込んだ住宅地図を広げ、計15人の古老（80～90代）に2グループに
分かれて聞き取り。調査マニュアルに従い、地名・集落・生業・流通交通・娯楽・戦
争体験などの順で質問し、全員がメモを取り、地図に書き込み、聞き取りレポートを
作成する。

※あまり細かな所へは踏み込まない。2時間程度で聞き終わるマニュアル

■屋号はメンバーが個別調査

屋号については、調査日にも聞くほか、
別途メンバーが地域で聞き取り。

→ 少子高齢化で多くの家が無くなる中、
かつての集落の形や営みを記録する
重要な機会に。



３、整理の方法

■活動助成金の獲得

高知新聞厚生文化事業団の文化助成に応募（10万円）し、競争を勝ち抜き採択。

→ 地誌と資源地図の成果をまとめた冊子「文化資源ノート」の発刊を構想。

■編集会議を３回開催 編集者としての研究者の役割

調査レポートを持ち寄り、記載を統合してまとめ、地域文化の継承のために、載せたいことを決めていく編集会議を
３回実施。冊子に載せる地域の写真の撮影なども同時並行。聞き取りで借りてきた写真アルバムなども活用。

■デジタル公開も見据えホームページも開設

Googleサイトを活用し、Ｇｏｏｇｌｅアカウントを持つメンバーが共同編集できる形に、
冊子に載せられなかった古写真などは「思い出写真館」としてＨＰに載せていくことに。



■『石原の文化資源ノート―古老に聞いた屋号と昭和の暮らし―』

・専門性を追求すると、短期間で自治体史や調査報告書のような形は難しい。
皆が聞き取った内容をメモしたノートをめくってもらう感覚で読める冊子に。

・１集落2人以上には同じ質問をしているが、事実関係や時期の確認が難しい事項も。
「古老に聞いた昭和の暮らし」という副題を付け、聞いたことを記録しましたという形に。

■大字（地域）ごとの記載

屋号地図を載せ、「坪屋・安吉」「峯石原」「西石原」「東石原」「有間」に分けて集落の記憶をまとめる。



■文化資源に着目したテーマごとの記載

地域資源地図を載せ、「水資源と暮らし」「文化資源と信仰」「地域ネットワークと交通・流通」「環境資源と生業」「山
の楽しみ」の５項目について、聞き取り項目をまとめて記述



４、成果と課題

●コロナ禍の高齢者への聞き取り調査の難しさ（パーティション）
→ 住民主体だからこそできた記録。

●多くの古老が故人に。戦前や戦後すぐの集落の記憶を聞き取る最後の機会だったかも。

●メンバーがかつての集落の形や営みを知り、地域で話す重要な機会になった。

●冊子にして全戸配布や出身者にも送ったことで喜ばれた一方、
記載抜かりや内容への指摘も

●楠瀬氏の多忙化もあるが・・・
アーカイブ（記録）後の活動が課題。
史跡めぐりなどや峠道の踏査など今後の展開

●アナログの地図のデジタル化など、まだ調べたいこと、できることはたくさんある
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